
Clonezilla をブートＣＤから起動する 
 
1.ブートメニューの通常は一番上の項目を選べば良いです。 

 
 
 Clonezilla live 
(Default settings, VGA 800x600) 
デフォルト設定で Clonezilla を起動しま
す。 
画面解像度は 800ｘ600 です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2.Clonezilla の起動 

 
 
このような画面が表示されます。 
起動処理が行われているのでしばらく待ち
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.言語の選択 
 
 
言語の選択画面が表示されます。 
「ja.JP.UTF-8 Japanese | 日本語」を選択
します。 
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4.キーマップの説明 

 
 
キーマップの説明が表示されますので 
「エンター」キーを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5.キーマップ処理のポリシー選択 

 
 
キーマップ処理のポリシー選択画面が表示
されます。 
「アーキテクチャリストからキーマップを
選択」を選択して「エンター」キーを押し
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6.キーボード配置ファミリの選択 

 
 
キーボード配置ファミリ選択画面が表示さ
れます。 
「qwerty」を選択して「エンター」キーを
押します。 
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7.キーボード配置の選択 

 
 
キーボード配置選択画面が表示されます。 
「Japanese」を選択して「エンター」キー
を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
8.キーボード変種の選択 

 
 
キーボード変種選択画面が表示されます。 
「Standard」を選択して「エンター」キー
を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ＊コピー先のディスク容量がコピー元のディスク容量以上であるか確認しておきます＊ 
9.Clonezilla の開始（ローカルディスクを他のローカルディスクに複製） 

 
 
Clonezilla を起動しキーマップの設定が
終わった後、以下の画面が表示されます。 
「Start_Clonezilla」を選択して「エンタ
ー」キーを押します。 
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10.モードの選択 

 
 
モードを選択します。 
「device-device」を選択して「エンター」
キーを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
11.初心者/エキスパートモードの選択 

 
 
初心者モードとエキスパートモードが選択
できます。 
通常は初心者モードで問題ありません。 
 
ここでは初心者モードを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12.複製モードの選択 
 
 
「disk_to_local_disk」を選択して 
「エンター」キーを押します。 
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13.コピー元ディスクの選択 

 
 
コピー元ディスクを選択して「エンター」
キーを押します。 
 
通常は、「ｓｄａ」が、コピー元です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
14.コピー先ディスクの選択 

 
 
コピー先ディスクを選択して「エンター」
キーを押します。 
 
通常は、「ｓｄｂ」が、コピー先です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
15.ファイルシステムチェックの選択 

 
バックアップするディスクのチェックを事
前に行うかどうかの選択です。 
 
なし（空白）通常は、これを選択する。 
ファイルシステムのチェックを行いませ
ん。 
 
-fsck-src-part 
ファイルシステムのチェックを行います。 
問題があれば、修復するか確認が表示され
ます。  
 
-fsck-src-part-y 
ファイルシステムのチェックを行います。 
問題があれば、自動で修復されます。  
 
選択したら「エンター」キーを押します。 
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16.実行コマンドの表示 

 
 
今までの設定を反映した実行コマンドが表
示されます。 
 
気にしなくて良いですので 
「エンター」キーを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
17.実行確認 

 
 
実行確認は 2 回行われます。 
黄色文字で処理の内容が表示されます。 
 
いずれも問題がなければ「y」を入力して「エ
ンター」キーを押します。通常は「y」を 
 
中止する場合は「n」を入力して「エンター」
キーを押します。 
 
コピー先ディスクの情報が表示されます。  
 
 
 
 
 
 
 

 
もう一度同じ確認が行われます。 

 
 
「y」を入力して「エンター」キーを押しま
す。 
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18.MBR のコピー確認 

 
 
必要に応じて MBR のコピー確認が行われま
す。 
 
コピーするなら「y」を入力して「エンター」
キーを押します。通常は「y」を選択 
 
コピーしない場合は「n」を入力して「エン
ター」キーを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
19.パーティションテーブルの更新 

 
 
パーティションテーブルが更新され、パー
ティションの情報が表示されます 
 
問題がなければ「y」を入力して「エンター」
キーを押します。通常は、「y」を選択 
 
中止する場合は「n」を入力して「エンター」
キーを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
20.コピー処理 

 
 
コピー処理が実行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

- 7 -



 
 
 
21.コピー完了 

 
 
このような画面が表示されるので、「エン
ター」キーを押して終了します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
22.Clonezilla の終了 

 
 
このような画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
どれを選んで良いかわからない場合は、(0)か(1)を選びましょう。 
数値を入力して、「エンター」キーを押します。 
 
(0) Poweroff 「通常は、これを選択して下さい」 
    PC をシャットダウンします。 
 
(1) Reboot 
    PC を再起動します。 
 
(2) Enter command line prompt 
    Bash を起動します。 
    Bash を終了するには「exit」コマンドを入力します。 
 
(3) Start over (image repository /home/partimag, if mounted, will be unmounted) 
   バックアップイメージ保存先のパーティションをアンマウントしてから、 Clonezilla を起動しま
す。 
 
(4) Start over (Keep image repository /home/partimag mounted) 
   バックアップイメージ保存先のパーティションをマウントしたまま、Clonezilla を起動します。 
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